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日
頃
は
、
同
窓
会
活
動

に
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協

力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
6
月
の
定

期
総
会
に
お
い
て
第
20
代

同
窓
会
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
高
22
回
の
長
谷
川
敬

子
で
す
。
明
治
28
年
に
設

立
さ
れ
た
同
窓
会
の
歴
史

の
重
み
を
鑑
み
る
時
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

同
窓
会
の
目
的
に
は
、

と
会
計
報
告
、
令
和
7
年

度
事
業
計
画
案
と
予
算
案

の
審
議
が
行
わ
れ
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
に
あ

た
り
、伊
藤
俊
一
会
長（
高

20
）の
後
任
に
長
谷
川
敬

子
さ
ん（
高
22
）を
選
出
。

副
会
長
に
は
北
原
幹
久
さ

ん（
高
23
）、
北
沢
彰
利
さ

ん（
高
25
）、
下
田
知
子
さ

ん（
高
30
）が
新
た
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
長
野

県
立
歴
史
館
名
誉
学
芸

員
の
青
木
隆
幸
さ
ん

（
高
28
）が「
松
尾
多
勢

子
と
田
中
芳
男
〜
幕
末

の
越
え
方
〜
」と
題
し

講
演
。
田
中
芳
男
が
生

涯
の
夢
と
し
た
博
物
館
・

図
書
館
・
動
物
園
・
植
物

園
の
揃
っ
た
総
合
博
物
館

が
、
実
は
丘
の
上
に
開
花

し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
知

ら
れ
ざ
る
ふ
た
り
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
心
動
か
さ
れ
ま

し
た
。

　

地
域
社
会
へ
の
貢
献

団
体
を
表
彰
す
る
高
松

賞
は
、
高
森
町
の「
山
吹

天
伯
峡
ほ
た
る
管
理
委

員
会
」が
授
賞
。
委
員
長

の
橋
都
洋
治
さ
ん（
高
22
）

が
、
代
表
し
て
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の

財
産
と
し
て
の
ホ
タ
ル

を
、
地
域
住
民
、
子
ど
も

た
ち
を
巻
き
込
ん
で
保
護

す
る
地
道
な
活
動
が
選
考

の
理
由
で
す
。

　

懇
親
会
は
1‌

0‌

9
人
が

出
席
。
冒
頭
に
は
空
手
班

が
登
場
し
、
演
武
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

力
強
さ
に
出
席
者
は
た
だ

た
だ
圧
倒
。
鏡
割
り
の
後

は
、
旧
友
と
の
再
会
や
年

代
を
超
え
た
歓
談
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

会
則
に
則
り
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
り
、
母
校
の

発
展
に
寄
与
し
な
が
ら
、

社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
の
3
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

母
校
の
発
展
を
支
援
す

る
こ
と
は
、
同
窓
会
の
存

続
・
発
展
に
も
深
く
関
わ

る
こ
と
で
あ
り
重
要
な
目

的
と
考
え
ま
す
。
少
子
化

が
進
む
現
状
で
、
地
域
の

内
外
か
ら
選
ば
れ
る
魅
力

あ
る
高
校
と
す
る
た
め
、

同
窓
会
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
。
こ
の
課
題
に
、
現

役
の
在
校
生
と
共
に
協
力

し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

個
人
的
な
発
想
で
す

が
、
例
え
ば
⑴
既
存
の
高

松
塾
に
英
語
だ
け
で
会
話

す
る
講
座
を
追
加
し
、
日

常
会
話
の
レ
ベ
ル
を
発
展

さ
せ
、
飯
田
高
校
に
進
学

す
れ
ば
英
会
話
力
が
身
に

付
く
、
と
す
る
、
⑵
校
内

に
オ
シ
ャ
レ
な
レ
ス
ト
ラ

ン
が
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
昼
食
が
適
切
な
値

段
で
食
べ
ら
れ
る
、
⑶
各

分
野
の
優
れ
た
先
輩
方
と

在
校
生
が
、
進
路
の
検
討

な
ど
で
つ
な
が
れ
る
仕
組

み
を
作
れ
な
い
か
…
等
で

す
。
2
万
4‌

0‌

0‌

0
人
を

超
え
る
同
窓
会
員
の
ア
イ

デ
ア
を
結
集
す
れ
ば
、
何

か
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

会
員
の
皆
様
方
か
ら
も

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
た
く
、
重
ね
て
、
今
後

共
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

飯
田
高
校
＝

バ
ン
カ
ラ
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を

持
つ
同
窓
の
皆

さ
ん
が
多
い
か
も
し
れ
な

い
。
バ
ン
カ
ラ
と
は
、
明

治
維
新
後
に
欧
米
風
の
ハ

イ
カ
ラ
ー（
高
襟
）の
シ
ャ

ツ
を
身
に
つ
け
る
人
々
を

比
喩
す
る「
ハ
イ
カ
ラ
」へ

の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て

生
ま
れ
た
造
語
で
あ
る
▼

風
采
や
言
動
勇
ま
し
く
、

反
骨
精
神
な
ど
の
イ
メ
ー

ジ
で
明
治
時
代
の
旧
制
高

校
か
ら
広
が
り
、
旧
制
中

学
、
戦
後
の
高
校
移
行
後

は
男
子
校
の
伝
統
と
し
て

受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
本
校
も
お

そ
ら
く
そ
の
流
れ
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
▼
本
号
の「
飯

田
高
校
新
聞
を
た
ど
っ

て
」は
、
郷
友
会
を
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
て
み
た
。

若
い
世
代
に
と
っ
て
は
、

こ
ん
な
こ
と
本
当
に
し
て

い
た
の
？
と
驚
く
人
が
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
母
校
の
あ
ゆ
み
の
ひ
と

つ
と
し
て
知
っ
て
ほ
し
い

と
、
編
集
委
員
か
ら
の
寄

稿
を
盛
り
込
み
振
り
返
っ

て
み
た
▼
先
輩
後
輩
と
は

何
か
、
説
教
と
は
何
か
、

そ
こ
に
受
け
継
ぐ
べ
き
精

神
や
伝
統
は
あ
っ
た
の

か
。
あ
の
と
き
掲
げ
て
い

た
正
義
と
は
バ
ン
カ
ラ
と

は
熱
量
と
は
何
だ
っ
た
の

か
。
そ
れ
ぞ
れ
に
想
い
を

馳
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸

い
で
あ
る
。　
　
（
公
美
）

母
校
の
さ
ら
な
る
魅
力
化

を
考
え
る

　

令
和
7
年
度
の
定
期
総

会
は
、
6
月
14
日
、

シ
ル
ク
ホ
テ
ル
に
お

い
て
1‌
6‌
2
人
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
番
幹
事
は
、

高
28
回
生
の
皆
さ
ん

（
小
澤
健
実
行
委
員

長
）が
務
め
ま
し
た
。

　

校
歌
斉
唱
や
物
故

者
追
悼
な
ど
の
開
会

行
事
に
続
い
て
、
令

和
6
年
度
事
業
報
告

長
谷
川
敬
子
（
高
22
）

同
窓
会
長

伊藤俊一会長（高20）は本総会をもって退任に

懇親会アトラクション
空手班による迫真の演武

　留学奨学金を授与され欧州最北の地で制作した写真作品。隙間に糸を詰めて、ズー
ムイン・アウトで撮影。「世界に偏在する様々な隙間への認知」をテーマに制作。大
学３年次に帰省した際、天竜川で制作したのをきっかけに展開した作品シリーズで
「ダイムラー・クライスラー・グループ・アートスコープ 2000 グランプリ受賞」、
川崎市市民ミュージアムなどで展示。当時飯田で制作した作品も和歌山県立近代美
術館に収蔵されています。（写真：東京都写真美術館「恵比寿映像祭」展示風景）

作品や活動のより詳しい情報については、以下をご覧ください。
https://www.maezawatomoko.com

「石／枝／草、ノルウェー ノールカップ／フィンランド イナリ」
作品制作（撮影）場所　ノルウェー ノールカップ、フィンランド イナリ

〔 写　 真 〕

前沢 知子（高 43）

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講
座
な
ど
も
実
施
。

教
育
学
博
士
を
取
得
し「
美
術
×
教
育
」か
ら

子
育
て
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
写
真
：�

世
田
谷
美
術
館
こ
ど
も
美
術
大
学
）

令和７年度定期総会
企画運営は高 28回生の皆さん

役員改選で新会長に長谷川敬子さん
懇親会は学年を超えた歓談で盛会
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会
　
長	

長
谷
川
敬
子　

高
22

副
会
長	

北
原　

幹
久　

高
23

	

今
村　

昭
文　

高
24

	

北
沢　

彰
利　

高
25

	

長
沼　

万
里　

高
26

	

下
田　

知
子　

高
30

理
　
事	

高
田　

光
浩　

高
18

	

大
平　

文
人　

高
20

	

斎
藤　

泰
一　

高
20

	

大
蔵　
　

隆　

高
21

	

市
澤　

英
利　

高
22

	

矢
澤　

正
之　

高
22

	

佐
々
木
一
衛　

高
24

	

大
鹿　

和
完　

高
25

	

小
林　

亮
夫　

高
25

	

外
松　

秀
康　

高
26

	

松
岡　

典
子　

高
26

	

北
側　

要
一　

高
26

	

菅
沼　

康
臣　

高
26

	

後
藤　

髙
一　

高
27

	

下
田　

一
則　

高
27

	

伊
藤　
　

実　

高
28

	

中
原　

直
子　

高
28

	

小
池
伊
佐
子　

高
29

	

佐
々
木
公
美
子　

高
37

  

（
学
校
）	今
村　
　

晃　

高
35

監
　
事	

橋
本　

良
則　

高
26

	

伊
藤
日
出
男　

高
32

顧
　
問	

萩
本　

博
幸　

中
46

	

木
下　

俊
佐　

高
10

	

塚
田　

紀
昭　

高
12

	

坂
巻　

道
弘　

高
18

	

田
中　

秀
憲　

高
18

	

伊
藤　

俊
一　

高
20

	

清
水　

越
郎　

高
21

	

大
田
中
峰
雄　

高
22

	

牧
島　
　

晃　

高
28

	

小
池　
　

清　

高
29

	

斉
藤　

則
章　

高
32

	

駒
瀬　
　

隆　

高
33

	

佐
藤　
　

健　

高
38

	

早
川　

大
地　

高
52

　
（
校
長
）服
部　

靖
之　

高
38

事
務
局
長	

市
岡　
　

登　

高
22

事
務
局
員	

大
澤　

聖
美　

高
44

同
窓
会
新
役
員
名
簿

同
窓
会
新
役
員
名
簿

年
の
三
六
災
害
後
の
復
旧

は
、
か
つ
て
の
自
然
環
境

を
取
り
戻
す
こ
と
で
あ

り
、
私
た
ち
の
活
動
の
原

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭

和
50
年
頃
、
高
森
町
自
然

愛
護
会
が
保
護
活
動
を
始

め
、
そ
の
後
私
た
ち
山
吹

天
伯
峡
ほ
た
る
管
理
委
員

会
が
継
続
し
て
取
り
組
ん

　

高
森
町

山
吹
の
寺

沢
川
流
域

は
、
き
れ

い
な
湧
き

水
と
豊
か

な
自
然
に

恵
ま
れ
、

ホ
タ
ル
の

舞
う
絶
好

の
環
境
と

な
っ
て
い

ま
す
。

　

昭
和
36

で
き
ま
し
た
。
当
初
か
ら

高
森
北
小
学
校
4
年
生
と

協
力
し
て
、
ホ
タ
ル
の
幼

虫
飼
育
を
し
て
い
ま
す
。

3
月
の
幼
虫
放
流
は
、
春

を
告
げ
る
風
物
詩
と
な

り
、
6
月
の
ホ
タ
ル
の
舞

い
は
、
訪
れ
る
多
く
の
皆

さ
ん
の
心
を
和
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
を
い
つ
ま

で
も
残
し
て
い
き
た
い
と

願
い
、
子
ど
も
た
ち
や
地

域
の
方
々
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
き
た
活
動
が
、
高

松
賞
と
し
て
評
価
し
て
い

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
だ
い
た
こ
と

を
大
変
誇
り
に

思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
南
信

州
を
代
表
す
る

「
ほ
た
る
の
里
」

と
と
も
に
歩
ん

で
い
き
た
い
と

　

令
和
7
年
度
学
年
幹
事

懇
談
会
が
7
月
12
日（
土
）

に
開
催
さ
れ
、
来
年
度
か

ら
卒
業
25
周
年
を
迎
え
る

高
54
か
ら
59
回
生
の
皆
さ

ん
15
人
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
長
谷
川
会
長
の
挨

拶
、
市
岡
事
務
局
長
か
ら

同
窓
会
活
動
の
概
要
説
明

の
後
、
学
年
ご
と
の
近
況

　

同
窓
会
全

体
の
活
性
化

の
た
め
、
支

部
活
動
を
充

実
さ
せ
よ
う

と
昨
年
度
始

ま
っ
た
支
部

長
会
が
、
16

支
部
の
参
加

を
得
て
７
月
に
開
催
さ
れ

た
。
支
部
長
に
は
各
支
部

の
活
動
の
他
、
名
簿
の
整

備
状
況
を
う
か
が
い
、
情

報
交
換
を
し
た
。

　

各
支
部
共
通
の
課
題

は
、
若
者
・
女
性
の
参
加

を
増
や
す
こ
と
。
活
動
の

基
盤
と
な
る
名
簿
の
整
備

は
欠
か
せ
な
い
。
本
会
と

共
に
同
窓
会
を
支
え
る
支

部
活
動
。
次
代
に
つ
な
げ

て
い
く
知
恵
が
求
め
ら
れ

る
。

ホタルの幼虫を放流する子どもたち

和やかに懇談

16 支部の支部長が参加

　

田
中
芳
男
と
松
尾
多
勢

子
と
い
う
二
人
の
飯
田
人

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。「
博

物
館
の
父
」、「
勤
皇
の
女

丈
夫
」と
賞
さ
れ
る〈
偉

人
〉で
す
が
、
作
り
話
が

多
く
、
本
当
の
魅
力
が
語

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回

は
、
多
勢
子
伝
説
の
核
を

な
す「
文
久
二
年
八
月
上

洛
」の
経
緯
を
検
証
し
ま

し
た
。
和
歌
を
友
に
、
憧

れ
の
京
都
を
疾
走
す
る
魅

力
的
な
多
勢
子
の
姿
が
浮

か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　

芳
男
を
育
ん
だ
千
村
陣

屋
飯
田
役
所
に
も
注
目
し

ま
し
た
。
異
文
化
に
敏
感

な
少
年
が
、
翻
訳
と
い
う

営
み
を
通
し
て
世
界
と
出

会
い
、
パ
リ
万
博
で
灯
っ

た
夢
を
生
涯
追
い
か
け
て

ゆ
く
姿
が
印
象
的
で
す
。

そ
し
て
、「
は
じ
ま
り
の

芳
男
」を
訪
ね
る
飯
田
の

旅
に
、
私
た
ち
自
身
の
高

校
時
代
を
重
ね
て
み
ま
し

た
。

　

芳
男
は「
り
ん
ご
改
良

の
父
」と
も
賞
さ
れ
ま
す
。

彼
が
広
め
た
り
ん
ご
は
、

近
代
日
本
人
の
心
に
、〈
豊

か
さ
〉、〈
希
望
〉、〈
憧
れ
〉

の
象
徴
と
し
て
根
付
き
ま

し
た
。講
演
の
後
半
で
は
、

り
ん
ご
並
木
と
丘
の
上
の

町
に
、
芳
男
の〈
夢
〉が
今

も
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を

お
話
し
ま
し
た
。

青
木　

隆
幸
（
高
28
）

講
師　

長
野
県
立
歴
史
館
名
誉
学
芸
員

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
な
き
人
生
を

 

疾
走
し
た
二
人
の
魅
力
的
な
飯
田
人

定
期
総
会
記
念
講
演
を
終
え
て

を
」と
言
わ
れ
た
と
き
、

久
し
ぶ
り
に
冷
や
汗
が
出

ま
し
た
。
そ
ん
な
大
役
に

会
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。

諸
先
輩
方
に
倣
い
ま
た
教

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

こ
れ
も「
ご
縁
」と
思
い
、

精
一
杯
務
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
趣
味
は
山

を
歩
く
こ
と
く
ら
い
で
す

が
、
新
た
な
出
会
い
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

新
設
さ
れ
た
２
０
０
１
年

か
ら
総
務
委
員
会
一
筋
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
会
員
諸
氏

の
お
力
を
お
借
り
す
る

中
、
本
会
・
母
校
の
発
展

と
、
次
代
を
担
う
若
い
方

た
ち
に
も
更
に
大
勢
出
席

い
た
だ
け
る
定
期
総
会
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

私
は
、
総
務
委
員
会
が

「
高
○
回
」と
言
え
ば
、
そ

の
卒
業
年
次
を
計
算
し
同

輩
、
先
輩
、
後
輩
を
確
認

し
合
い
、
誰
で
も
卒
業
年

次
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
仲
よ

く
な
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

副
会
長
に
推
挙
さ
れ
、

い
ろ
ん
な
会
議
な
ど
の
懇

親
会
で
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
、
た
ち
ま
ち
旧

知
の
友
達
に
な
れ
る
不
思

議
さ
。
友
達
感
覚
で
頑
張

り
ま
す
。

新
役
員
ご
挨
拶

北
原　

幹
久（
高
23
）

副
会
長

北
沢　

彰
利（
高
25
）

下
田　

知
子（
高
30
）

菅
沼　

康
臣（
高
26
）

伊
藤
日
出
男（
高
32
）

副
会
長

副
会
長

よ
ろ
し
く
お
願
い

　
　
　
い
た
し
ま
す

　

飯
田
高

校
同
窓
生

の
凄
い
と

こ
ろ
は

　

25
回
生

の
役
員
に

呼
ば
れ
て

「
副
会
長

　

令
和
7

年
度
の
定

期
総
会
に

お
い
て
副

就
く
自
分
で
は
な
い
の
で

す
。
身
の
程
知
ら
ず
に
お

引
き
受
け
し
た
の
は
、
私

の
さ
さ
や
か
な
作
家
活
動

を
応
援
し
て
く
れ
て
き

た
、
同
期
生
へ
の
恩
返
し

の
気
持
ち
か
ら
で
す
。
微

力
を
尽
く
し
て
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
監
事
を
担
当

さ
せ
て
戴
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
関
東
信
越
税

理
士
会
長
野
県
支
部
副
会

長
、
飯
田
地
区
納
税
貯
蓄

組
合
会
長
等
い
く
つ
か
の

役
職
を
お
引
き
受
け
す
る

こ
と
に
な
り
、
仕
事
も
現

役
で
や
っ
て
お
り
ま
す

が
、
同
窓
会
監
事
も
で
き

る
範
囲
で
精
い
っ
ぱ
い
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

理
事
・
総
務
委
員
長

監
　
事

支

部

か

ら

の

発

信

　

中
央
道
と
新
東
名
高
速

を
結
ぶ
三
遠
南
信
自
動
車

道（
総
延
長
約
1‌

0‌

0
㎞
、

一
部
供
用
中
）の
青
崩
峠

ト
ン
ネ
ル（
仮
称
）は
難

工
事
の
末
、
2‌

0‌

2‌

3
年

5
月
貫
通
、
本
年
3
月
に

は
完
成
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
三
遠
南
信
道
の

一
般
道
併
用
区
間
で
あ
る

南
信
濃
和
田
の
国
道
沿

い
に
は
、
魅
力
一
杯
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た「
道

の
駅
遠
山
郷（
か
ぐ
ら
の

湯
）」が
本
年
10
月
４
日
に

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、

天
空
の
里「
下
栗
集
落
」や

南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
眼

前
に
眺
め
ら
れ
る「
し
ら

び
そ
高
原
」を
は
じ
め
と

し
た
遠
山
郷
の
観
光
や
交

流
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ

れ
ま
す
。
極
め
て
近
い
将

来
の
三
遠
南
信
道
開
通
に

よ
り
信
州
の
南
の
玄
関
口

と
な
る
遠
山
谷
。
地
域
の

良
さ
を
守
り
な
が
ら
、
遠

山
が
ど
の
よ
う
に
変
貌
し

て
い
く
の
か
、
ワ
ク
ワ
ク

感
が
一
杯
で
す
。

　

こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
開
通

前
に
、し
っ
か
り
と
連
携
・

協
力
し
て
元
気
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
よ
う
と
、
県

境
を
越
え
た
隣
町
、
浜
松

部
」）を
昨
年
立
ち
上
げ
、

仲
間
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
青
崩
峠
を

挟
ん
だ
山
大
国
で
新
し
い

魅
力
や
文
化
な
ど
、
何
か

が
生
ま
れ
る
予
感
が
し
ま

す
。
皆
さ
ん
、
益
々
魅
力

溢
れ
る
遠
山
郷
へ
出
掛
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

酒
井　

郁
雄（
高
27
）

市
天
竜
区
水
窪
町
の

皆
さ
ん
と「
遠
山
郷
・

奧
山
郷〝
山
大
国
〟

連
携
交
流
倶
楽
部
」

（
略
称「
山
大
国
倶
楽

遠山霜月祭「水の王」像が迎える道の駅遠山郷

7 年 4月～ 10月
 4. 20 中京
 5. 27 市役所高松会
 7. 5 橋南･丸山
 7. 12 下條
 7. 19 松本･豊丘
 7. 20 下久堅
 7. 21 羽場
 7. 25 阿南
 7. 27 竜丘
 8. 16 伊賀良
 8. 23 上郷
 8. 30 松川
 8. 31 東野･高森
 10. 5 関西

支部総会一覧

第13回「高松賞」第13回「高松賞」

ホタルとともに歩んでホタルとともに歩んで
橋都　洋治（高 22）山吹天伯峡ほたる管理委員会

報
告
、
懇
親
会
と
続
き
和

や
か
に
意
見
交
換
が
さ
れ

ま
し
た
。

財
務
委
員
長

学
年
幹
事
懇
談
会

学
年
幹
事
懇
談
会（

高
26
）

北
側
　
要
一

知恵をこらして知恵をこらして
つなぐ支部活動つなぐ支部活動
長沼　万里（高 26）副会長

知恵をこらして
つなぐ支部活動

遠
山
支
部

魅
力
溢
れ
る

魅
力
溢
れ
る

遠
山
郷
に
向
か
っ
て

遠
山
郷
に
向
か
っ
て

魅
力
溢
れ
る

遠
山
郷
に
向
か
っ
て
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術
展
】、
班
活
動
の
大
会

や
日
々
の
活
動
の
様
子
を

紹
介
し
た【
班
活
展
】、
野

球
班
の【
招
待
試
合
】な

ど
、
初
の
試
み
も
多
く
の

方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
に
あ
る
よ
う

に
、
沢
山
の
人
の
は
じ
け

る
笑
顔
が
輝
い
た
こ
の
高

松
祭
で
す
が
、
そ
れ
は
忙

し
い
中
で
準
備
を
進
め
た

全
校
生
徒
や
先
生
方
、
す

べ
て
の
関
係
者
の
皆
様
の

ご
協
力
あ
っ
て
の
こ
と
で

す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

高
松
祭
と
い
う
歴
史
あ
る

行
事
が
、
関
わ
る
す
べ
て

の
人
に
と
っ
て
笑
顔
は
じ

け
る
大
切
な
思
い
出
で
あ

り
続
け
る
こ
と
を
心
よ
り

願
っ
て
い
ま
す
！

　

高
松
祭
実
行
委
員
長

3
年　

茂
手
木
奈
月

　

私
た

ち
弦
楽

班
の
2

年
生
7

人
は
7

月
に
香

川
県
で

行
わ
れ

た
か
が
わ
総
文
祭
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

長
野
県
内
の
弦
楽
系
ク

ラ
ブ
に
所
属
す
る
仲
間
た

ち
と
共
に
貴
重
な
経
験
を

し
、
ま
た
成
長
で
き
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

飯
田
高
校
弦
楽
班
と
し
て

は
1
月
に
長
野
県
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
参
加
し
ま
す
。
課
題
は

沢
山
あ
り
ま
す
が
、
多
く

の
人
に
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず

に
、
努
力
を
積
み
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

2
年　

筒
井　

美
結

恵
ま
れ
、
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
も
無
く
、
無
事
に
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
や
班
活
動
の
企

画
が
盛
り
上
が
っ
た
の
は

も
ち
ろ
ん
、
同
窓
会
の
協

力
に
よ
り
先
輩
方
の
様
々

な
作
品
を
展
示
し
た【
芸

　

郷き
ょ
う
ゆ
う
か
い

友
会
と
は
、
出
身
中

学
校
を
母
体
と
し
、
在
学

し
て
い
る
者
同
士
の
親
睦

を
目
的
と
し
た
集
ま
り
で

あ
る
。
郷
友
会
を
取
り
上

げ
た
記
事
が
た
く
さ
ん
あ

る
な
か
、
今
号
で
は
昭
和

60
年
発
行
の
飯
田
高
校
新

聞
第
1‌

8‌

9
号「
郷
友
会

コ
ン
パ
・
応
援
練
習　

そ

の
実
態
を
探
る
」と
題
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
掲

載
す
る
。

　

郷
友
会
ご
と
歓
迎
コ
ン

パ
の
内
容
と
作
っ
た
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
、
１
年
生
か

ら
の
感
想
な
ど
が
赤
裸
々

に
記
さ
れ
て
お
り
、
ス

リ
ッ
パ
、
サ
ワ
ガ
ニ
、
さ

な
ぎ
、
イ
ナ
ゴ
な
ど
の
具

材
に
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー

ス
で
炊
い
た
お
米
な
ど
が

並
ぶ
。

　

郷
友
会
の
歴
史
は
、
明

治
33
年
飯
田
中
学
校
と
し

て
独
立
し
た
年
に「
町
村

別
で
は
市
田
郷
友
会
、
山

本
村
が
こ
れ
に
次
い
だ
」

と
飯
田
高
校
新
聞
第
20
号

に
記
載
が
あ
り
、
明
治
時

代
か
ら
存
続
し
て
き
た
こ

と
が
わ
か
る
。
い
ち
早
く

郷
友
会
を
発
足
さ
せ
た
市

田
と
山
本
出
身
の
編
集
委

員
に
、
在
籍
当

時
の
郷
友
会
の

思
い
出
を
聞
い

て
み
た
。

　
「
市
田
郷
友

会
の
歓
迎
コ
ン

パ
は
、
昼
に
市

田
小
学
校
の
校

庭
に
集
め
ら
れ

た
。
ル
ー
ル
も

知
ら
な
い
ラ
グ

ビ
ー
を
や
っ

て
、
夜
は
真
っ

暗
な
上
市
田
の

神
社
社
務
所

で
、
ロ
ウ
ソ
ク
1
本
を
前

に
順
番
に
呼
ば
れ
て
座
ら

さ
れ
、
飯
田
線
な
ど
で

出
会
っ
た
時
に
は
大
声

で“
オ
ス
”と
挨
拶
し
ろ
と

か
、
何
人
か
の
先
輩
に

お
説
教
さ

れ
、
そ
の
後

闇
鍋
状
態
で

カ
レ
ー
が
出

た
。
歓
迎
会

の
他
に
も
コ

ン
パ
が
あ

り
、
中
学
の

校
庭
の
土
手

で
声
が
小
さ

い
！
と
言
わ

れ
な
が
ら
何

曲
も
歌
っ

た
」（
編
集

委
員 

小
林
・

高
18
）。

　

こ
の
時
期

は
、
歓
迎
会

で
の
問
題
行

動
が
新
聞
報

道
さ
れ
、
最

高
6
か
月
の

コ
ン
パ
停
止
処
分
を
受
け

た
郷
友
会
も
あ
る
ほ
ど

だ
っ
た
。

　
「
月
1
回（
土
曜
日
）の

コ
ン
パ
で
は
、
独
自
の
歌

集
で“
下
伊
那
5
校
節
”な

ど
他
人
に
は
聞
か
せ
ら
れ

な
い
替
え
歌
を
放
吟
し

た
。
夏
休
み
に
は
、
城
山

か
水
晶
山
に
野
宿
し
、
お

墓
・
お
寺
・
お
宮
を
巡
る

試
胆
会
。
山
本
中
出
身
の

故
・
中
田
學
先
生（
高
5
）

が
監
視
役
で
、
自
転
車
を

押
し
て
山
ま
で
登
っ
て
こ

ら
れ
、
焚
き
火
を
囲
ん
で

一
緒
に
歌
っ
た
」（
編
集

委
員 

金
澤
・
高
21
）。

　

郷
友
会
コ
ン
パ
や
説
教

は
、
繰
り
返
し
生
徒
自
治

会
で
問
題
と
な
り
議
論
さ

れ
て
き
た
。

　

令
和
7
年
現
在
、
生
徒

手
帳
に
郷
友
会
の
文
字
は

な
く
、
出
身
中
学
や
地
区

で
の
歓
迎
会
や
コ
ン
パ
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。

（
編
集
委
員
長
・
佐
々
木
）

フィナーレで見上げる花火

ステップを切る

心をひとつに、優良賞受賞！

長野県選抜オーケストラとして演奏

男子5000ｍ
競歩8位入賞！

昭和60年５月30日発行　飯田高校新聞第189号より

　

今
年
度
、

第
70
回
と
い

う
大
き
な
節

目
を
迎
え
た

高
松
祭
で
す

が
、
開
祭
式

か
ら
閉
祭
式

ま
で
天
候
に

嗚
呼
、
郷
友
会

　
昭
和
40
年
の
生
徒
手
帳
に
は
、
31
の
郷
友
会
が

存
在
し
、
会
員
は
そ
の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
と
記

さ
れ
て
い
る

第４回

「
飯
田
高
校
新
聞
」を
た
ど
っ
て

学
園
だ
よ
り

学
園
だ
よ
り

　

私
は
、
北
信
越
高
校
総

体
で
3
位
に
入
賞
し
、
７

月
末
に
広
島
市
で
行
わ
れ

た
全
国
高
校
総
体
へ
出
場

し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
は
、
暑
熱
対
策
に
よ
る

大
幅
な
時
間
変
更
が
あ

り
、
決
勝
1
本
の
勝
負
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
、
大
き
な
舞
台
で
最

後
ま
で
集
中
を
切
ら
さ
ず

歩
き
切
る
こ
と
が
で
き
、

8
位
入
賞
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
一
方

で
、
後
半
の
ペ
ー
ス
維
持

や
ラ
ス
ト
の
粘
り
に
課
題

　

私
は
第
49
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭（
か
が

わ
総
文
祭
）小
倉
百
人
一

首
か
る
た
部
門
に
長
野
県

代
表
チ
ー
ム
副
将
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。

　

自
分
よ
り
段
位
の
高
い

選
手
ば
か
り
で
緊
張
し
ま

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
大
会
で
得
た
経
験
を
15

人
制
で
も
発
揮
し
、
今
年

も
花
園
出
場
と
い
う
目
標

を
達
成
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。
今
後
も
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

3
年　

伊
藤　

海
斗

　

ラ
グ
ビ
ー
班
は
、
7
月

22
日
か
ら
長
野
県
菅
平
高

原
で
行
わ
れ
た
全
国
高
等

学
校
7
人
制
ラ
グ
ビ
ー
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
7

人
制
は
15
人
制
と
違
い
、

広
い
コ
ー
ト
で
少
人
数
が

プ
レ
ー
す
る
た
め
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
な
展
開
が
特
徴

で
す
。

　

大
会
で
は
全
国
の
強
豪

相
手
に
苦
戦
し
ま
し
た

が
、
練
習
し
て
き
た
タ
ッ

ク
ル
を
活
か
し
、
1
勝
す

間
と
と
も
に
練
習
に
励
ん

だ
日
々
、
大
き
な
舞
台
で

気
持
ち
を
合
わ
せ
て
演
奏

で
き
た
こ
と
は
、
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
で
す
。
こ

れ
ま
で
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
、
応
援
し
て
い

た
だ
き
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
経

験
を
通

し
て
学

ん
だ
こ

と
や
得

た
こ
と

を
今
後

の
人
生

に
活
か

し
て
い

き
た
い

　

私
た
ち
は
牧
野
由
多
可

作
曲「
花
舞
」を
演
奏
し
、

目
標
と
し
て
い
た
ベ
ス
ト

8（
優
良
賞
）を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
国
の
高
校
生
と
の
交

流
や
、
レ
ベ
ル
の
高
い
演

奏
に
ふ
れ
、
と
て
も
よ
い

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
仲

と
思
い
ま
す
。

　
　

3
年　

三
浦　
　

茜

し
た
が
、
3
年
間
の
練
習

で
培
っ
た
集
中
力
と
諦
め

な
い
心
を
発
揮
し
、
仲
間

と
共
に
楽
し
く
試
合
で
き

ま
し
た
。
相
手
の
速
さ
や

正
確
さ
に
圧
倒
さ
れ
な
が

ら
も
対
等
に
戦
え
る
場
面

が
あ
り
、
班
活
動
を
通
し

て
自
分
の
成
長
を
実
感
で

き
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
香
川
の
舞
台
で
最

高
の
仲
間
と
臨
め
た
試
合

は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。

3
年　

安
静
彩
陽
子

が
残
り
、
上
位
と
の
差
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
糧
に
、
来
年
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
表
彰
台

の
一
番
高
い
と
こ
ろ
に
立

つ
た
め
に
、
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

　
　

2
年　

小
幡　

千
尋

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

得
た
も
の

か
が
わ
総
文
祭
を

終
え
て

こ
の
経
験
を

　
　
　
　
糧
に

か
が
わ
総
文
祭

に
参
加
し
て

第 70 回高松祭
SPLASH ! ! ! ! ! !

～ はじけろ！飯高生 ～

貴重な経験ができました

陸 上 班

邦 楽 班

弦 楽 班

ラグビー班

競 技
かるた班

県
選
抜
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
参
加
し
て
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寄贈品の紹介
【書　籍】
 ○ ｢校歌伝説の秘密　飯田騒動と山口ふじ」 
 ………………………………… 井深　雄二（高22）
 ○「おなか　ペコペコ」 …………… 今村　美穂（高15）
 ○「いたずらっこ　いるかいないか」 … 熊谷　博人（高12）
 ○「発車オーライ！山の電車「いたずら号」」 他 2冊
  　小沢あきこCD２枚 ……………… 北沢　彰利（高25）
 ○「わがムラの石造文化財３」 … 中島　正韶（高11）
 ○「大連〝引揚げ″を見届けた男」 他 … 森戸　睦子（高15）
 ○「男たちの更年期クライシス」宮淑子（高15）著　他
 ………………………………… 佐々木康夫（高15）

委 

員 

長	

佐
々
木
公
美
子	

高
37

副
委
員
長	

宇
佐
美
庸
子	

高
18

委　
　

員	

北
原　

和
子	

高
16

	

小
林　

敏
雄	

高
18

	

金
澤　

佳
昭	

高
21

	

鈴
木　

桂
子	

高
21

	

飯
島　
　

剛	

高
28

	

羽
生　

武
彦	

高
28

	

今
村　
　

晃	

高
35

	

堀
本　

喜
正	

高
43

	

篠
田　

和
久	

高
44

	

竹
村　

真
輝	

高
58

	

樋
本　

和
希	

高
62

事 

務 

局	

市
岡　
　

登	

高
22

	

大
澤　

聖
美	

高
44

東京 神奈川 千葉 埼玉 茨城 栃木 群馬 山梨にお住まいの同窓生の皆様

在京飯田高校同窓会（首都圏支部）からのお願い

2025年総会記念「方言メモ帳」や郷土品の販売も盛り沢山！
多数のご参加をお待ちしております‼

今年の在京飯田高校同窓会定期総会（11月8日（土）、於アルカディア市ヶ谷）は、幹事学年
（高40回・高50回）が中心にとなって絶賛仕込み中です！
講演会：
① 吉澤 明彦氏（高40回 奈良県立医科大学教授） 「今、ふるさとに思うこと、病理医を通じて」
② 北林 克己氏（高40回 飯田市役所・元人形劇係） 「飯田の人形劇の娯楽性と創造性」

【メリット】
① 同窓会誌『稲穂（とうすい）』（電子版）のほか、定期総会、「歩こう会」、「同窓会セミナー」
　 など、在京同窓会事務局からのご案内を配信します。
② 会員の皆様の書籍刊行、個展・展示会開催などの情報を配信します。

メールアドレスの登録（右のQRコードから）をお願いします！→

本社／飯田市松尾町3-19  TEL.0265-22-3480

人へ、街へ、未来へ

同窓会総会当番　高 29回　実行委員会

令和 8年度　同窓会定期総会開催
令和８年６月 13日 ㈯
シルクホテル（飯田市錦町）

（高32）税理士

飯田市羽場坂町 2341－1 ☎（0265）22－3958

税理士

伊 藤  日出男
（高66）税理士 伊 藤  立　哉https//kikusuisake.co.jp

代表取締役社長　後藤髙一（高２７）

　飯田信用金庫はおかげさまで
本年 9月 1日に創立 100 周年を
迎えました。
　今後も地域の金融機関として
地域の明るい未来をともにつく
ります。

編
集
委
員

このページはどなたでも応募できる同窓生交流の場です。奮ってご参加を！
（１マス白黒10,000円、カラー 15,000円）

会
員
訃
報
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併
回
生
〕

1	

島
岡　

廣
司	

5
・
1

〔
高
回
生
〕

2	
今
村
七
三
雄	

7
・
3

2	
北
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・
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2	
久
保
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6
・
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2	

熊
谷　

義
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・
3

2	

竹
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7
・
3

2	

知
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央	
6
・
12

2	

中
平　

多
徳	
7
・
1

2	

中
塚　

久
穗	
6
・
12

2	

吉
田　

和
民	

7
・
3

3	

酒
井　

清
一（
伊
﨑
）	 3
・
2

3	

細
田　
　

修	

6
・
6

4	

池
内　

義
雄	

6
・
7

4	

小
副
川　

實	

7
・
4

4	

小
町
谷　

恩	

6
・
1

4	

佐
々
木　

守（
湯
澤
）	 6
・
12

4	

塩
澤　

榮
子（
増
田
）	 6
・
11

4	

島
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希
一	

7
・
4

4	

牧
内　

喜
一	

6
・
9

4	

吉
澤　

吉
豊	

6
・
4

5	

金
澤　

博
夫（
澤
柳
）	 7
・
3

5	

河
内　

春
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7
・
3

5	

和
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6
・
10

6	

伊
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良	

7
・
1

6	

澤
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昇	
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・
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福
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章
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・
3
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松
村　

善
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6
・
4
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春
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好
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・
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・
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・
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山
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拓
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26	
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26	
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7
・
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14	

気
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7
・
3

14	
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惠
子（
長
尾
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・
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14	
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・
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15	
熊
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・
6
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史
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3
・
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市
瀬　

武
彦	

7
・
8
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久
保
田　

宏	

6
・
12

16	

熊
谷　

勝
子（
稲
葉
）	 6
・
5

16	

橋
場　

勝
武	
4
・
5

17	

浅
井　

揚
三	
6
・
11

17	

岩
崎　

悦
雄	
5
・
12

17	

三
村　

俊
樹	

6
・
10

18	

伊
東　
　

敦	

7
・
7

18	

佐
々
木　

昌	

7
・
4

18	

田
口　

俊
博	

7
・
8

19	

岡
田　

茂
信（
上
沼
）	 7
・
1

19	

佐
々
木
啓
登	

7
・
5

19	

須
澤　

順
子（
田
中
）	 7
・
2

20	

今
村　

嘉
孝	

7
・
8

20	

下
平　
　

豊	

7
・
2

20	

角　
　

俊
郎	

7
・
2

20	

羽
生　

和
子（
前
田
）	 7
・
8

21	

酒
井　

定
克	

7
・
6

23	

今
村　

禎
史	

7
・
7

〔
中
回
生
〕

38	

松
尾　

左
門	

7
・
1

43	

髙
安　

健
之	

7
・
5

44	

新
井　

弘
久	

6
・
11

44	

田
平　

秀
人	

4
・
5

45	

岡
田　

全
弘	

6
・
10

45	

福
澤　

盛
吉	

6
・
12

46	

伊
東　

恒
男（
長
沢
）	 7
・
3

46	

稲
垣　
　

隆	

7
・
7

47	

今
川
昭
一
郎（
吉
川
）	 7
・
3

47	

茅
原　

直
人	

7
・
1

47	

柴
田　

精
久	

7
・
2

47	

濱　
　

次
雄	

7
・
4

47	

古
田　
　

昌	

4
・
9

編
集
を
終
え
て

編
集
を
終
え
て

編
集
を
終
え
て

　

昨
年
度
、
正

副
会
長
・
委
員

長
・
事
務
局
長

と
学
校
長
・
教

頭
・
生
徒
自
治

会
役
員
に
よ
る

懇
談
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で

同
窓
会
が
さ
ら

に
学
校
や
生
徒

た
ち
と
の
連
携

を
深
め
て
い
く

　

今
号
か
ら
は
、お
名
前
・

旧
姓（
あ
る
方
の
み
）・
亡

く
な
ら
れ
た
年
・
月
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
員
の
方
か
ら
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
の
旧
姓
し
か

知
ら
な
い
場
合
、
訃
報
欄

を
見
て
も
誰
な
の
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

編
集
委
員
会
で
話
し
合

い
、
掲
載
方
法
を
変
更
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

経
産
省
「
未
来
の
教
室
」
実
証
事
業
に
お
い
て
、

㈱A
lum
note

が
事
業
継
続
を
希
望
し
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｃ
の
運
営
を
学
校
の
み
で
行
わ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
が
生
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
の
寄
付
金
額
は
目
標
金
額
を
大
幅
に
下
回
る
約

0‌

・‌

4
％
と
い
う
厳
し
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
ふ
る
さ
と
信
州
寄
付
金
事
業
の
活
用
ま
た
は

同
窓
会
経
由
で
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｃ
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
応
援

し
て
頂
い
た
皆
様
に
は
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

た
め
の
第
一
弾
と
し
て
、

高
松
祭
に
何
か
作
品
を
出

展
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

ラ
グ
ビ
ー
花
園
の
写

真
、
版
画
、
書
、
彫
刻
、

星
や
魚
の
写
真
、
地
学
の

文
献
等
の
展
示
会
を
行

い
、
高
22
回
鶴
川
俊
樹
さ

ん
、
北
野
敏
美
さ
ん
、
齋

藤
清
さ
ん
、杉
山
章
さ
ん
、

下
平
勉
さ
ん
、
高
23
回
鳴

海
寿
勇
さ
ん
、
高
25
回
仲

田
耕
治
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
務
局
長

　
　
　

市
岡　

登（
高
22
）

　

昭
和
52
年
か
ら
平
成
19

年
ま
で
本
会
副
会
長
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

髙
安
健
之
氏
逝
去

高松祭へ
同窓生の文化芸術作品出展

飯
田
高
校
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
（
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）終
了
の
お
知
ら
せ
事
務
局

　
教
　
頭

　

探
究
学
習
が
在
校
生
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
の
こ
と
。
18
回
卒
業
ア

ル
バ
ム
の
中
で
、
当
時
の
宇

野
勝
房
校
長
は「
学
力
・
体

力
・
気
力
・
努
力
」と
記
さ
れ

ま
し
た
。
飯
高
生
に
ふ
さ
わ

し
い
学
力
を
持
っ
て
前
進

し
て
く
だ
さ
い
。（
宇
佐
美
）


